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近過去形、半過去形、大過去形の活用と
違い 

1 近過去形：使い方と活用  

5,4 級すでに勉強しましたが、3 級にも多く出ますので復習しましょう。近過
去形は、過去に起きた一回限りのアクションを表す過去形です。最近起きたこ
と、またはアクションがいつ行われたかがはっきりしている時に使われること
が多いです。近過去形を作るには、Avere か Essere の現在形＋ -are、-ere、-ire

動詞の過去分詞が必要になります。 

まずは規則的な近過去形の活用を確認しましょう。 

1-1 -are 動詞の近過去形 

-are を削除し、過去分詞を作るために-ato を追加します。 

Avere 動詞の活用を使った場合 

主語 avere 動詞の活用 -are 動詞の過去分詞 

Io（私） Ho -ato 

Tu（あなた） Hai -ato 

Lui/Lei（彼・彼女・物の単数） Ha -ato 

Noi（私たち） Abbiamo -ato 

Voi（あなたたち） Avete -ato 

Loro（彼ら・彼女ら・物の複数） Hanno -ato 

三つの動詞を確認しましょう 
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考える：Pensare 

Io（私） Io ho pensato 

Tu（あなた） Tu hai pensato 

Lui/Lei（彼・彼女・物の単数） Lui/Lei ha pensato 

Noi（私たち） Noi abbiamo pensato 

Voi（あなたたち） Voi avete pensato 

Loro（彼ら・彼女ら・物の複数） Loro hanno pensato 

祈る、強く頼む：Pregare 

Io（私） Io ho pregato 

Tu（あなた） Tu hai pregato 

Lui/Lei（彼・彼女・物の単数） Lui/Lei ha pregato 

Noi（私たち） Noi abbiamo pregato 

Voi（あなたたち） Voi avete pregato 

Loro（彼ら・彼女ら・物の複数） Loro hanno pregato 

愛する： Amare 

Io（私） Io ho amato 

Tu（あなた） Tu hai amato 

Lui/Lei（彼・彼女・物の単数） Lui/Lei ha amato 

Noi（私たち） Noi abbiamo amato 

Voi（あなたたち） Voi avete amato 

Loro（彼ら・彼女ら・物の複数） Loro hanno amato 

例▶ 音楽家になりたいと考えたことがありましたか？： 

Hai mai pensato di diventare musicista? 

例▶ カルロに車を私に貸すよう強く頼みました： 

Ho pregato Carlo di prestarmi la macchina. 

例▶ 私はそのピッツァが大好きだった：Ho amato quella pizza. 




